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　日本大学工学部では，2007年より「ロハスの家研究プロジェクト」を
始動させ，2009 年から毎年ロハスの家１号，２号，３号を構築するとともに，
「浅部地中熱採集蓄熱システム」や「ロハスの花壇」，「ロハスの橋」，「ロハス
のトイレ」を設置し，工学部の掲げる「ロハス工学」の研究を推進し，さらに
その成果を公表して活用してきました。しかし，2019年10月の東日本台風
により，このエリアは最大約２ｍ浸水し，研究継続の断念を余儀なくされま
した。
　この状況の中，教職員で議論を重ねた結果，水害からの復興とロハス工
学の新たな挑戦の取り組みとして，ロハスの家以上に魅力的な施設を作ろ
うとの結論に至り，2020年「ロハスの家群跡地再生プロジェクト」を立ち上
げることとなりました。その目的は，この跡地を学生・教職員・地域住民にロ
ハス（健康と持続可能な生活スタイル）を体感してもらう研究施設として再
生させることであり，短期（１年）・中期（３年）・長期（10年）・超長期（20 年）
にわたり，キャンパス計画を進めるための拠点とすることにあります。
　今年で10回目を迎える本シンポジウムでは，これまでに検討してきたプ
ロジェクトのグランドデザインについて，教職員や学生の代表から報告を行
い，このエリアをロハス工学の発信源とし，さらにここに集う利用者の憩い
の場として活性化させるための方策に関し，議論する場を設けました。なお，
新型コロナウイルス感染拡大防止のため，対面とウェビナー（Webセミ
ナー）によるハイブリッド方式での開催といたします。

※LOHASとは“Lifestyles Of Health
And Sustainability”の頭文字LOHAS
のことで「健康で持続可能な様々な生活
スタイル」の意味です。

ロハスの家群跡地再生プロジェクト
※本シンポジウムは
FD・SD研修会の一環として行う。

ロハスの家群跡地再生プロジェクト第1回報告会

日本大学工学部  第10回  ロハス工学シンポジウム

学内
限定

水害からの復興と
ロハス工学の新たな挑戦


